
冬こそ、ひやり「水羊かん」
「羽二重」のふるさと・福井（福井県）

⑦

〈〉

体験教育企画社長　藤澤　安良


年
は
地
方
を
大
切
に
す
る
年
に

浜松・浜名湖

３月から「花フェスタ」

宣伝隊が本社訪問

広
島
・
宮
島
・
呉
・
岩
国

冬
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｐ
Ｒ

「
大
谷
石
」テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

宇
都
宮
共
和
大

台
湾
・
台
南
市
に

協
会
職
員
を
派
遣

み
な
か
み
町
観
光
協
会

別
府
市
が
優
秀
賞
受
賞

「
ｗ
ｅ
ｂ
グ
ラ
ン
プ
リ
」で

ひ
や
り
つ
る
り
冬
の
風
物
詩

福
井
城
跡
の
堀
と
御
廊
下
橋

　
水
羊
羹

よ
う
か
ん

は
缶
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
入
り
の
夏
の
涼
菓
と
し

て
人
気
が
あ
る
。
お
中
元
の
定

番
商
品
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
だ
が
こ
れ
は
各
家
庭
に
冷
蔵

庫
が
普
及
し
た

～

年
前
か

ら
の
話
で
、
練
り
羊
羹
に
比
べ

水
分
が
多
く
糖
分
が
少
な
い
の

で
日
持
ち
の
短
い
冬
の
食
べ
物

で
あ
る
。

　
そ
の
中
で
か
つ
て
羽
二
重
織

王
国
の
福
井
県
は

月
１
日
～

３
月
末
、
製
造
販
売
が
１
０
０

店
を
数
え
る〝
水
羊
羹
王
国
〟。

暖
か
い
コ
タ
ツ
に
入
っ
て
食
べ

る
の
が
風
習
に
な
っ
て
い
る
。

　
水
羊
羹
は
お
お
む
ね
煮
溶
か

し
た
寒
天
に
小
豆
餡あ

ん

を
混
ぜ
て

固
め
た
も
の
だ
が
、柔
ら
か
さ
、

色
、
甘
さ
な
ど
店
に
よ
っ
て
微

妙
に
異
な
る
。
名
称
も
「
水
羊

羹
」
「
水
羊
か
ん
」
「
み
ず
よ

う
か
ん
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

　
共
通
す
る
の
は
水
分
が
多

く
、
寒
天
や
砂
糖
が
や
や
少
な

め
な
こ
と
。
柔
ら
か
く
、
ひ
や

り
、
つ
る
り
。
甘
過
ぎ
な
い
の

で
つ
い
二
つ
三
つ
と
手
が
出
る

ほ
ど
で
あ
る
。

　

店
ほ
ど
あ
る
県
都
の
福
井

市
で
人
気
な
の
は
１
９
３
７
年

創
業
の
有
限
会
社
え
が
わ
の

「
水
羊
か
ん
」
。
容
器
に
羊
羹

を
流
し
込
み
固
め
た
〝
一
枚
流

し
〟
で
、
救
い
や
す
く
切
れ
目

を
入
れ
、
木
べ
ら
を
添
付
し
て

あ
る
。

　
滑
ら
か
な
舌
触
り
と
と
も
に

し
っ
と
り
、
ひ
や
り
。
黒
砂
糖

の
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
甘
さ
が
舌

に
広
が
る
。
甘
さ
抑
え
め
な
が

ら
お
い
し
さ
を
感
じ
る
の
は
砂

糖
、
餡
、
寒
天
、
水
分
の
バ
ラ

ン
ス
が
絶
妙
だ
か
ら
。
密
封
容

器
な
の
で
賞
味
期
限
が

日
、

全
国
発
送
も
し
て
い
る
。

　
福
井
で
冬
に
水
羊
羹
を
食
べ

る
よ
う
に
な
っ
た
訳
に
は
諸
説

が
あ
る
が
、
一
つ
は
京
都
や
近

江
に
丁
稚

で
っ
ち

奉
公
に
出
た
子
ら
が

年
末
に
帰
省
の
時
土
産
に
持
ち

帰
っ
た
の
が
始
ま
り
と
の
説
。

　
ま
た
奉
公
先
が
丁
稚
に
手
土

産
と
し
て
持
た
せ
た
小
豆
や
砂

糖
で
作
っ
た
の
が
起
源
と
も
。

福
井
で
は
水
羊
羹
を
「
で
っ
ち

羊
羹
」
と
も
呼
ぶ
の
が
そ
の
証

と
い
う
。

　
福
井
県
と
同
じ
く
、
水
羊
羹

が
冬
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
る

の
が
栃
木
県
日
光
市
。
今
で
は

１
年
中
、
製
造
販
売
の
人
気
商

品
だ
が
、
日
光
で
は
お
せ
ち
料

理
の
口
取
り
の
一
品
と
し
て
作

ら
れ
た
の
が
始
ま
り
。

　
そ
の
風
習
が
今
も
生
き
て
い

て
、
地
元
で
は
水
羊
羹
の
正
式

な
発
売
日
は

月
１
日
と
な
っ

て
い
る
。
当
日
は
地
元
の
住
民

な
ど
多
の
人
が
押
し
掛
け
る
。

　
と
く
に
大
み
そ
か
前
日
の


月

日
は
、
ど
の
菓
子
店
に
も

行
列
が
で
き
、
１
日
中
、
客
が

絶
え
な
い
。
　
（
紀
行
作
家
）

　
【
メ
モ
】
「
水
羊
か
ん
」
＝

㈲
え
が
わ
（
☎
０
７
７
６
・
２

２
・
４
９
５
２
）
１
箱
税
込
み

８
５
０
円

　
　
　
　
　
　
＝
月
１
回
掲
載

（１３） 第３２５１号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）１月６日（月曜日）

　
２
０
２
４
年
の
元
日
に
は
能

登
半
島
地
震
が
起
こ
り
、
甚
大

な
被
害
が
出
た
。
激
動
の
年
に

な
り
そ
う
な
始
ま
り
で
あ
っ

た
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
間
も
な
く
３
年
が
経
過
す

る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区

侵
攻
も
収
束
せ
ず
、
隣
国
の
韓

国
で
は
大
統
領
が
厳
戒
令
を
出

し
、
す
ぐ
に
取
り
消
さ
れ
た
も

の
の
混
乱
が
続
い
て
い
る
。

　
平
和
産
業
で
あ
る
観
光
は
世

界
の
世
情
が
不
安
定
で
あ
り
、

さ
ら
に
円
安
と
な
れ
ば
海
外
に

は
足
が
向
か
な
い
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
は
世
情
が
比
較
的
安
定
し

て
い
る
日
本
。
日
本
人
に
と
っ

て
の
物
価
高
も
円
安
で
打
ち
消

さ
れ
、
お
つ
り
が
く
る
ぐ
ら
い

で
あ
る
。
食
事
も
物
産
も
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
に
感
じ
て
い
る
と
い

う
。

　
最
近
の
日
本
の
清
酒
や
焼
酎

や
泡
盛
が
過
去
の
和
食
と
同
じ

無
形
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ

た
。
そ
れ
も
追
い
風
に
な
る
。


年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
３
１
８

８
万
９
千
人
を
上
回
り
、
史
上

最
高
を
記
録
す
る
と
思
わ
れ

る
。
一
方
で
、
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
等
の
公
共
料
金
や
ガ
ソ
リ

ン
代
と
食
料
品
等
の
物
価
高
は

社
会
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

　
大
企
業
の
賃
上
げ
は
進
ん

だ
。
し
か
し
、
日
本
の
７
割
に

及
ぶ
中
小
企
業
で
は
浸
透
せ

ず
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
引
っ
張

ら
れ
た
宿
泊
や
飲
食
な
ど
の
値

上
が
り
も
あ
り
、
日
本
人
の
国

内
旅
行
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　
観
光
地
や
宿
泊
施
設
側
か
ら

見
て
も
三
大
都
市
圏
や
福
岡

市
、
ニ
セ
コ
や
白
馬
、
Ｔ
Ｄ
Ｌ

や
Ｕ
Ｓ
Ｊ
な
ど
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
集
中
し
て
い
る
以
外
の
地

方
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
外
れ
る

と
集
客
が
激
減
す
る
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
は
、
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
旅
の
目
的
提

案
が
乏
し
い
。

　
観
光
業
界
半
世
紀
の
経
験
が

あ
る
が
、
こ
の
事
情
は
今
も
変

わ
ら
な
い
ま
ま
今
日
を
迎
え
て

い
る
。
観
光
の
平
準
化
と
安
定

を
求
め
る
と
、
ス
キ
ー
場
は
グ

リ
ー
ン
期
、
そ
う
で
な
い
地
域

は
冬
季
の
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
も
地
方
へ
の

旅
番
組
が
多
く
、
風
景
は
定
番

だ
が
食
事
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の

食
材
の
生
産
地
で
あ
る
１
次
産

業
に
結
び
つ
き
、
そ
れ
を
生
業

と
し
て
い
る
人
が
い
る
。

　
旅
の
感
動
を
呼
ぶ
資
源
素
材

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
今
求
め
ら

れ
る
の
は
体
験
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
人
に
会
い
、
人
か

ら
話
を
聞
き
、
そ
の
人
の
や
っ

て
い
る
生
業
を
体
験
し
、
わ
ず

か
な
時
間
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

人
と
同
じ
境
遇
に
身
を
置
く
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
人
の
生
き
様

や
誇
り
が
心
を
揺
り
動
か
し
て

く
れ
る
。

　
心
動
か
し
心
高
め
る
旅
に
よ

り
、
人
々
の
心
に
豊
か
さ
を
与

え
る
こ
と
が
日
本
社
会
を
変
え

る
こ
と
に
な
る
。

　
昨
年
の
年
末
ま
で
強
盗
、
窃

盗
、
殺
人
、
詐
欺
、
放
火
、
無

謀
な
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
と

残
念
な
犯
罪
が
相
次
い
だ
。
人

を
傷
つ
け
、
お
と
し
め
、
だ
ま

し
、
殺
傷
す
る
人
と
し
て
あ
る

ま
じ
き
行
為
が
横
行
し
て
い

る
。
貧
困
格
差
も
原
因
の
一
つ

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
人
を

思
う
気
持
ち
の
醸
成
が
不
可
欠

で
あ
り
、
教
育
や
人
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
感
動
が

薄
い
机
上
学
問
で
は
及
ば
な

い
。
つ
ま
り
は
、
体
験
交
流
で

あ
る
。
課
題
山
積
の
日
本
、


年
は
地
方
創
生
へ
の
期
待
も
膨

ら
む
。
結
果
が
生
ま
れ
る
よ
う

日
本
の
田
舎
を
も
っ
と
応
援
す

べ
き
で
あ
る
。
地
方
が
豊
か
に

な
り
、人
の
心
が
豊
か
に
な
り
、

日
本
が
豊
か
に
な
る
よ
う
、
政

府
も
地
方
自
治
体
も
観
光
業
界

も
地
方
を
大
切
に
す
る
年
に
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

浜
松
・
浜
名
湖
観
光
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
の
し
ら
い

さ
ん
（
右
）
と
夏
川
さ

ん

本
社
を
訪
れ
た
観
光
宣

伝
隊
の
一
行

　
３
月

日
か
ら
６
月
８
日

ま
で
、
静
岡
県
浜
松
市
と
周

辺
地
域
で
行
わ
れ
る
「
浜
名

湖
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」

の
宣
伝
隊
が

月

日
、
東

京
の
観
光
経
済
新
聞
社
を
訪

問
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
浜
松
・
浜
名

湖
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー

事
業
部
企
画
課
の
横
島
小
百

合
主
幹
、
浜
松
・
浜
名
湖
観

光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
し
ら
い

ふ
う
な
さ
ん
と
夏
川
あ
き
ら

さ
ん
、
静
岡
県
観
光
協
会
東

京
観
光
営
業
所
の
目
黒
は
る

み
主
査
。

　
浜
名
湖
花
フ
ェ
ス
タ
は
、

浜
名
湖
周
辺
の
５
市
１
町

（
浜
松
市
、
湖
西
市
、
磐
田

市
、
袋
井
市
、
掛
川
市
、
森

町
）
を
エ
リ
ア
に
、
花
や
植

物
を
テ
ー
マ
に
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
展
示
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
行
い
、
来
場
者
に
エ
リ

ア
内
を
周
遊
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
。
は
ま
ま
つ
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク（
浜
松
市
）、

浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク

（
同
）
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
構

成
施
設
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

ネ
モ
フ
ィ
ラ
、
あ
じ
さ
い
な

ど
、
季
節
が
進
む
に
つ
れ
て

変
わ
り
ゆ
く
さ
ま
ざ
ま
な
花

の
景
色
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
。

　
イ
ベ
ン
ト
構
成
施
設
や
エ

リ
ア
内
の
飲
食
店
、
観
光
施

設
に
立
ち
寄
り
、
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽

選
に
参
加
で
き
る
「
花
フ
ェ

ス
タ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を

実
施
。
従
来
の
紙
か
ら
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
方
式

を
変
更
し
た
。
静
岡
県
の
公

式
観
光
ア
プ
リ「
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」

を
利
用
し
て
参
加
し
て
も
ら

う
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ペ
ー

ジ
を
見
せ
る
と
協
賛
施
設
で

割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら

れ
る
「
お
も
て
な
し
ク
ー
ポ

ン
」
事
業
も
行
う
。

　
「
は
ま
ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
と

龍
潭
寺
（
り
ょ
う
た
ん
じ
＝

浜
松
市
）
の
あ
じ
さ
い
、
浜

松
城
の
桜
が
き
れ
い
。
消
費

量
全
国
１
位
の
浜
松
の
ハ
ン

バ
ー
グ
も
味
わ
っ
て
ほ
し

い
」
（
夏
川
さ
ん
）
。

　
「
浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー

ク
は
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
時
期
が

お
す
す
め
。
青
空
と
花
の
じ

ゅ
う
た
ん
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
美
し
い
で
す
。
３
月
に
漁

が
解
禁
に
な
る
生
の
シ
ラ
ス

も
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」

（
し
ら
い
さ
ん
）
。

　
群
馬
県
の
み
な
か
み
町
観

光
協
会（
岡
村
建
会
長
）は
、

友
好
協
定
を
結
ぶ
台
湾
・
台

南
市
と
の
関
係
を
強
化
す
る

た
め
、

月
５
日
か
ら

日

ま
で
、
協
会
職
員
を
派
遣
し

た
。
派
遣
先
は
市
旅
行
商
業

同
業
公
会
で
、
入
職
３
年
目

の
村
上
貴
哉
さ
ん
が
事
務
所

に
デ
ス
ク
を
構
え
、
「
大
台

南
国
際
旅
展
」
の
準
備
な
ど

の
業
務
に
あ
た
っ
た
。

　
岡
村
会
長
は
「
短
期
間
だ

が
、
町
と
台
南
市
の
よ
り
深

い
理
解
と
強
固
な
信
頼
関
係

を
築
く
貴
重
な
機
会
に
な
っ

た
」
、
阿
部
賢
一
町
長
は

「
村
上
さ
ん
の
勇
気
と
意
欲

に
感
銘
を
受
け
た
。
貴
重
な

機
会
を
最
大
限
生
か
し
、
自

信
を
も
っ
て
前
に
進
ん
で
ほ

し
い
。
受
け
入
れ
て
く
れ
た

皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
企
業
に
お
け
る
見
本
と
す

べ
き
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
表
彰

す
る
第

回
「
Ｗ
ｅ
ｂ
グ
ラ

ン
プ
リ
」
の
企
業
グ
ラ
ン
プ

リ
部
門
で
、
大
分
県
別
府
市

の
公
式
観
光
情
報
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
別
府
た
び
」
が
「
企

業
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
サ
イ
ト
賞
優
秀

賞
」を
こ
の
ほ
ど
受
賞
し
た
。

自
治
体
の
受
賞
は
珍
し
い
と

い
う
。

　
同
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
発
展
に
貢
献
し

た
人
と
サ
イ
ト
を
表
彰
す
る

も
の
で
、
３
４
０
社
が
加
盟

す
る
公
益
社
団
法
人
日
本
ア

ド
バ
タ
イ
ザ
ー
ズ
協
会
デ
ジ

タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究

機
構
が
主
催
。

　
「
Ｗ
ｅ
ｂ
人
部
門
」
と

「
企
業
グ
ラ
ン
プ
リ
部
門
」

に
分
か
れ
、
今
回
別
府
市
の

サ
イ
ト
は
企
業
グ
ラ
ン
プ
リ

部
門
で
選
出
さ
れ
た
。
社
、


サ
イ
ト
が
参
加
し
た
中
か

ら
、
審
査
委
員
２
８
２
人
の

審
査
に
よ
り
「
各
企
業
の
ウ

ェ
ブ
担
当
者
同
士
の
研
さ
ん

に
よ
り
制
作
・
構
築
さ
れ
た
、

見
本
と
す
べ
き
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
」
を
選
ん
だ
。

　
受
賞
し
た
「
別
府
た
び
」

は
、
同
市
の
観
光
サ
イ
ト

「
極
楽
地
獄
別
府
」
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
で
、
２

０
２
３
年
２
月

日
に
公

開
。
同
市
が
目
指
す
持
続
可

能
な
観
光
地
づ
く
り
の
達
成

に
向
け
て
「
視
覚
的
デ
ザ
イ

ン
の
構
成
に
注
力
し
た
『
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
の
上
質
化
』
」

「
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
と

連
携
し
た
『
別
府
市
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の

基
礎
』
」
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
確
立
に
よ
る
『
更
新

の
重
要
性
』
」
と
い
う
三
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
し
、

制
作
し
た
。

　
企
画
開
始
の
段
階
か
ら
別

府
市
観
光
課
、
同
市
観
光
協

会
、
同
市
旅
館
ホ
テ
ル
組
合

連
合
会
、
市
内
大
学
生
な
ど

で
組
織
す
る
サ
イ
ト
の
編
集

部
で
構
成
や
内
容
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

後
、

年
度
は
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
前
比
で
２
５
９
％
、

年

度
は
同
約
３
３
６
％
（
予
測

値
）
と
ア
ク
セ
ス
数
が
大
幅

に
増
え
て
い
る
。
同
市
は

「
数
字
だ
け
で
な
い
評
価
も

頂
き
、
今
後
さ
ら
に
戦
略
的

な
情
報
発
信
に
取
り
組
む
」

と
話
す
。

　
贈
賞
式
が

月
５
日
、
東

京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
＝
写

真
。

　
広
島
県
広
島
市
、
廿
日
市

市
（
宮
島
）
、
呉
市
と
山
口

県
岩
国
市
の
観
光
宣
伝
隊
が


月
４
日
、
東
京
の
観
光
経

済
新
聞
社
を
訪
問
。
冬
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
各
地
の
最
新
情

報
を
伝
え
た
。

　
訪
れ
た
の
は
宮
島
観
光
協

会
の
平
田
裕
二
副
会
長
（
岩

惣
社
長
）
、
野
島
友
和
副
会

長
（
宮
島
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
）
、
岩
国
市
観
光
協
会
鵜

飼
事
務
所
の
三
井
麻
衣
子
さ

ん
と
、
広
島
観
光
親
善
大
使

の
高
間
美
緒
さ
ん
、
宮
島
観

光
親
善
大
使
の
城
山
巧
さ

ん
、
ミ
ス
岩
国
の
サ
プ
コ
タ

・
カ
リ
シ
マ
さ
ん
。

　
広
島
市
は
冬
恒
例
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
ひ
ろ
し
ま
ド
リ
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
」
が
１
月
３
日
ま
で
の

期
間
、
同
市
中
心
部
の
平
和

大
通
り
な
ど
で
開
催
。
「
お

と
ぎ
の
国
」
を
テ
ー
マ
に
、

街
中
を
色
と
り
ど
り
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
カ
キ

を
中
心
に
、
瀬
戸
内
の
「
七

大
海
の
幸
」
を
使
っ
た
料
理

を
市
内
店
舗
で
提
供
す
る
と

と
も
に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
瀬
戸

内
か
き
海
鮮
食
堂
」
も
２
月


日
ま
で
の
期
間
、
開
催
す

る
。

　
宮
島
は
秋
の
紅
葉
に
続

き
、
白
く
奇
麗
な
花
を
咲
か

せ
て
「
町
の
花
」
と
も
な
っ

て
い
る
ア
セ
ビ
の
鑑
賞
を
２

月
か
ら
４
月
に
か
け
て
楽
し

め
る
。
２
０
２
４
年
の
来
島

者
は
過
去
最
高
だ
っ
た

年

の
４
６
５
万
人
を
上
回
る
見

通
し
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン

サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
市
と
観
光

友
好
都
市
提
携
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の

周
年
記
念
式
典

が
６
月
に
廿
日
市
市
で
行
わ

れ
た
。

　
岩
国
は
市
の
シ
ン
ボ
ル
の

錦
帯
橋
に
加
え
て
、
地
元
に

生
息
し
、
数
々
の
伝
説
が
伝

わ
る
白
蛇
を
鑑
賞
で
き
る

「
岩
國
白
蛇
神
社
」
「
岩
国

シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
」
が

年
の

巳
（
み
）
年
に
話
題
に
な
り

そ
う
。

月

日
に
開
港


周
年
を
迎
え
た
岩
国
錦
帯
橋

空
港
は
、
東
京
・
羽
田
間
に

１
日
５
往
復
、
沖
縄
・
那
覇

間
に
同
１
往
復
、
航
空
便
が

就
航
。
市
内
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
呉
は
海
事
歴
史
科
学
館

（
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
が


年
２
月
中
旬
か
ら

年
３

月
末
ま
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
で
休
館
す
る
の
に
伴
い
、

Ｊ
Ｒ
呉
駅
近
く
に
サ
テ
ラ
イ

ト
施
設
を
設
け
て
展
示
を
行

う
。

　
親
善
大
使
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

の
一
押
し
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　
「
縮
景
園
は
四
季
折
々
の

自
然
が
楽
し
め
て
心
が
癒
や

さ
れ
る
」
（
高
間
さ
ん
）
、

「
焼
き
た
て
の
も
み
じ
ま
ん

じ
ゅ
う
が
好
き
。
大
き
く
育

っ
た
カ
キ
も
ミ
ル
キ
ー
で
お

い
し
い
」
（
城
山
さ
ん
）
。

ネ
パ
ー
ル
出
身
で
英
語
な
ど

４
カ
国
語
が
話
せ
る
と
い
う

サ
プ
コ
タ
さ
ん
は
、
英
語
の

学
び
や
国
際
交
流
が
で
き
る

「
岩
国
市
英
語
交
流
セ
ン
タ

ー
」
を
紹
介
。
「
カ
フ
ェ
だ

け
の
利
用
も
で
き
る
の
で
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」。

　
宇
都
宮
共
和
大
学
都
市
経

済
研
究
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮

市
）
は
２
月
７
日
、
大
谷
石

文
化
の
価
値
と
地
域
振
興
の

可
能
性
を
探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
『
大
谷
石
文
化
』
の
魅

力
発
信
を
考
え
る
―
フ
ラ
ン

ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
が
と

ち
ぎ
に
残
し
た
も
の
―
」
を

同
学
で
開
催
す
る
。

　
宇
都
宮
市
の
歴
史
文
化
資

源
で
あ
る
「
大
谷
石
文
化
」

は
、
採
掘
技
術
や
石
を
活
用

し
た
建
築
技
術
が
日
本
国
内

で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
２

０
１
８
年
に
は
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
。
特
に
近
代
建

築
三
巨
匠
の
１
人
、
フ
ラ
ン

ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
が
大

正
時
代
に
設
計
し
た
「
旧
帝

国
ホ
テ
ル
本
館
・
ラ
イ
ト
館
」

（
同
市
）
は
、
日
本
の
建
築

近
代
化
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
世
界
的
に
も
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
大

谷
石
文
化
を
広
く
発
信
し
、

地
域
振
興
を
図
る
取
り
組
み

を
、
識
者
を
交
え
な
が
ら
一

緒
に
考
え
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
部
制

で
、
第
１
部
は
兵
庫
県
立
大

学
環
境
人
間
学
部
教
授
で
建

築
史
家
の
水
上
優
氏
、
宇
都

宮
市
公
認
大
谷
石
大
使
の
榊

田
倫
之
氏
が

「
フ
ラ
ン
ク
・

ロ
イ
ド
・
ラ
イ

ト
が
と
ち
ぎ
に
残
し
た
も

の
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を

行
う
。
第
２
部
は
、
栃
木
県

文
化
協
会
会
長
の
中
津
正
修

氏
ら
３
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
し

て
い
る
。

　
参
加
費
は
１
人
千
円
で
、

定
員
１
５
０
人（
先
着
順
）。

専
用
フ
ォ
ー
ム
＝
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
＝
ま
た
は
メ
ー
ルrcenter

@kyowa-u.ac.jp

か
ら
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。


